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１.	 研究背景と目的	 

	 我が国の社会基盤は，高度成長期にその多くが集中

的に整備されてきた．このうち道路に設置された橋梁

（以下，道路橋）は橋長 15m 以上のもので 5 万橋以

上みられる．これは現在の全橋梁数の 30％にあたる．

全国に 15 万橋以上存在する道路橋は道路ネットワー

クを構成する重要な構造物である．橋梁の耐用年数は

鉄筋コンクリート造で 50年，鉄骨造で 40年とされて

おり，高度成長期またはそれ以前に建設された橋梁は，

今後耐用年数を過ぎ，更新の時期を迎える．その数は

図１より，現在の数％から 2020年代後半には 50％に

及ぶと推計されている．橋梁にはリサイクル性の高い

鋼材，特定建設資材とされているアスファルト・コン

クリートが投入されている．つまり，再資源化が可能

な資材が多く投入されている橋梁は潜在的な資源と

言える．小幡ら（2006）は，橋梁のライフサイクルに

ついて CO2 排出量による環境負荷の定量的評価をし

ているが，橋梁の空間的把握による評価はされていな

い．橋梁の空間的な分布の把握は，潜在的な資源の空

間的な把握といえる．そこで本研究では，地理空間情

報システム（以下，GIS）を用いて日本全国の橋梁に

投入された建設資材のマテリアルストック（以下，ス

トック）を調査した．その中で，投入資材の中で最も

リサイクル性の高い鋼材を研究対象とし，橋梁におけ

る鋼材ストックを推計した．	 

	 

２.	 研究の方法	 

（1）資材投入原単位の算定	 

	 坂本らにより，橋梁における建設資材投入原単位は

作成されているが，これは橋梁の上工部のみを対象と

しているため，橋梁全体のストックを推計は行えない．

そのため，本研究では，橋梁年鑑 4)に掲載されている

各橋梁の幅員，橋長，鋼重を用いて，各橋梁の単位面

積あたりの鋼材量（以下，原単位）を推計した．橋梁

は主要構成部材の材料により鋼橋，鉄筋コンクリート

橋（以下，RC橋），プレストレスコンクリート橋（以

下，PC橋），鋼とコンクリートからなる混合橋（以下，

混合橋）に分類される．各橋梁種の原単位の調査結果

を表 1に示す．表 1より，橋梁種により原単位が異な

るため，各橋梁種に分けてストック推計をする必要が

ある．	 

	 

（2）橋梁のスケール推計	 

	 橋梁のストックを推計するにあたり，橋梁の数では

なく，各橋梁の大きさが必要となる．そのため，各橋

梁の規模の推計を行った．本研究では GIS を用いて，

ESRI Standard Pack（2007）の道路データより橋梁に分

類されるものを抽出し，橋長と幅員の情報より各橋梁

の面積を求め，各都道府県における橋面積の総和を求

めた．（1）で示したように各橋梁でストック推計する

ため、各橋梁種の面積の総和が必要となる．道路統計

年報より 4種類の割合を求めた．その際，地域や地形

により必要となる橋梁の種類が異なると考え，より正

確な値を得るため都道府県ごとに分類をした．GISか

ら得た面積の総和と統計から得た各橋梁の割合を用

い，各都道府県に存在する各橋梁の面積の総和を推計

した． 

	 

（3）ストック推計方法	 

	 本研究では以下の式より，ストック推計を行った．	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 （1）	 

ここで，Stock：橋梁の物質ストック，S(n)i：橋梁種 n

の橋梁 iの規模，γ(n)：原単位である.	 原単位は表 1の

通りである．	 

表 1	 原単位表 
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３.	 結果および考察	 

	 各橋梁種における鋼材ストックの推計結果を表 2

示す．都市の大きさを人口の多さで表し，都市とスト

ックの関係を図 2に示す． 

	 鋼材ストックの推計値より，全国には約 3000 万 t

の潜在的な鋼材資源が橋梁にあることが分かった．こ

れは日本の鉄鋼蓄積量 13億 1857万 tの約 4%にあた

る．（図 3参照．）	 

	 図 2より，鋼材ストックの多さは都市の大きさに関

係しているように見受けられるが，一部例外もある．

これは，橋梁の架設は都市の大きさによるものだけで

なく，地理的条件にもよるものであると考察できる．	 

	 

４.	 まとめ	 

	 全国における橋梁に蓄積された鋼材のストックを

推計でき，その値は約 3000万 tとなった．	 

	 今回算定した原単位はサンプル数が少なく年代を

考慮していないため，サンプル数の増加，各年代にお

ける原単位の算定が必要となる．橋梁の全ストックを

把握するためにアスファルト，骨材等の鋼材以外の建

設資材を考慮してのストック推計が必要である．	 

	 

図１	 橋梁の経年分布（箇所数）	 

	 

表 2	 各橋梁種における鋼材ストック	 

	 

	 

	 

	 

図 2	 都市の人口別に見た鋼材ストック	 

	 

図 3	 鉄鋼蓄積量の推移	 
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